日本言語文化専攻　９月末満期退学予定者への事前調査
博士後期課程３年に在籍し，平成２９年９月末に満期退学を希望する学生は，「博士後期課程満期退学の条件」を満たしているか確認してください。満たしていない場合は，指導教員と相談の上，ただちに対策を講じてください。
　　
博士後期課程満期退学の条件　（日本言語文化専攻　博士後期課程指導要綱）
　　１．３年以上在学し，毎年次４単位以上，合計１２単位以上を取得すること。

２． 満期退学申請時において，後期課程在籍中に印刷・公表された論文が２点以上あること。

この２点の論文は未公開の論文によって代替することができるが，その場合は専攻内で

設置された論文審査委員会が代替論文に値するかどうか判断する。

満期退学を希望する学生は，印刷・公表された論文の題名、雑誌名，掲載年度，掲載ページを，下記「後期課程在籍中に印刷・公表された論文」欄に記載して提出すること。なお，刊行予定の論文については，編集者の掲載証明書を提出すること。未公開の論文によって代替を希望する学生は，論文の題名とページ数を下記「代替え未公開論文」欄に記載して、提出すること。論文審査委員会に対する審査請求は，指導教員を通して行うこと。
	論文審査委員会　審査請求期限：
	平成２９年　７月１０日（月）主指導教員

	満期退学予定調査票(回答)期限：
	平成２９年　８月３１日（木）文系教務課（国際言語文化研究科）

	満期退学届　提出期限：
	平成２９年　８月３１日（木）文系教務課（国際言語文化研究科）


日本言語文化専攻  専攻長　堀江　薫
----------------------------------------------------------------------------------------------

満期退学予定調査票　（回答）
氏名（　　　　　　　　　）　所属講座名（　　　　　　　　　）　

指導教員署名捺印（　　　　　　　　　　　　印　）
　後期課程在籍中に印刷・公表された論文
１
２
代替え未公開論文
 １
 ２
